
６ 稲 災 防 発 第 ６ 号 

令和６年６月 10 日 

関 係 各 位 

稲城市災害防止協会 

会長 奈 良 部 義 彦 

（ 公 印 省 略 ）  

 

稲城市災害防止協会の入会案内について（ご案内） 

 

拝啓 初夏の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は

格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます  

さて、稲城市災害防止協会は、昭和48年５月に発足以来、50年間の長きに

わたり稲城市消防本部の外郭団体として、市民の皆様をはじめ各事業所の防

火思想と火災予防の徹底を図り、災害による被害を防止し人命の安全に寄与

することを目的としております。  

市民の皆様をはじめ各事業所の皆様が安心して住める「災害のない街」を

目指し、防火・防災活動及び市内防災関係団体の支援事業など、消防行政に

尽力しながら活動を行ってまいりました。  

近年では、大規模マンション開発・区画整理事業の進展など、諸々の開発

が進められ、都市化とともに市民生活をとりまく環境の変化には目を見張る

ものがあります。 

一方、都市化が進む中、災害の要因が複雑多様化し、火災をはじめとする

各種災害の発生危険の増大も懸念されるところであります。記憶にも新しい

本年１月の能登半島地震では甚大な被害が発生し、続く２月末からは千葉県

東方沖を震源とする地震が頻発しております。各事業所におかれましても、

防災対策が喫緊の課題とされているのではないかと感じているところです。 

従いまして、このような災害時の活動における消防団組織の充実強化は重

要であり、当協会としても防災関係団体への更なる協力を行い、地域に対す

る社会貢献度並びに当協会員の信頼性の向上を図ることで、より一層、地域

における防災対策が充実強化されるのではないかと感じているところです。 

今後とも、地震災害や台風などの風水害に対する防火防災対策を始めとし、

防火防災思想の普及啓発等、本会の事業を積極的に推進し、稲城市の災害防

止に寄与したいと存じております。 

安心して住める災害のない街・防火防災に強い稲城市を目指すため、より

多くの方並びに事業所にご参加いただき、状況の共有・防火防災時の連携を

図っていきたい所存です。 

つきましては、本会の趣旨をご理解並びにご賛同いただいた上、当協会へ

ご入会いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

敬具  



稲城市災害防止協会 概要  

 

【会員区分及び会費】 

⑴ 正会員  月額１口1,000円以上の会費を納入する者 

⑵ 賛助会員 月額１口2,000円以上の会費を納入する者 

⑶ 特別会員 月額5,000円以上の会費を納入する者 

⑷ 名誉会員 本会に特に功労のあった者で役員会において推薦した者を 

名誉会員とする。 

※ 入会後に、会員章、折り畳みヘルメット(１個)、アピールシート(火災予

防運動実施中)をお渡ししております 

【役員】 

会長：１名 

副会長：３名 

理事：若干名 (令和５年度12名) 

会計：２名 

監査：２名 

【会員数】※ ６月１日現在 

212の事業所(個人会員含む) 

【年間事業計画(抜粋)】※ 年度により実施内容及び実施時期の変更があります 

５月 稲城市災害防止協会定期総会・懇親会 

 ８月 赤ちゃんが誕生したご家庭へ消火器プレゼント（８月30日～９月５日） 

10月 いなぎ市民まつり参加 

11月 稲城市防災訓練 

 秋の火災予防運動（11月９日～15日） 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会 

12月 視察研修会・忘年会（12月第２金曜日） 

消防団歳末特別警戒激励 

１月 稲城市消防出初式 

 ３月 春の火災予防運動（３月１日～７日） 

 

 

 

【問合せ先】 

稲城市災害防止協会事務局（稲城市消防本部予防課内） 

担当者 澤田 

TEL 042-377-7119（内線26） 

FAX 042-377-0119 又は 042-370-3119 

E-Mail:  kanri@i-bousai.jp 

mailto:kanri@i-bousai.jp

